














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１） 首都直下のＭ７クラスの地震 【都心南部直下地震（Mw7.3）】 （３０年間に７０％の確率で発生）
（２） 相模トラフ沿いのＭ８クラスの地震 【大正関東地震タイプの地震（Mw8.2）】 （当面発生する可能性は低い）
・・・ 防災対策の主眼を置く
・・・ 長期的視野に立った対策の実施




(1) 揺れによる全壊家屋：約175,000棟 建物倒壊による死者：最大 約11,000人
(2) 揺れによる建物被害に伴う要救助者：最大 約72,000人
２．市街地火災の多発と延焼
(1) 焼失： 最大 約412,000棟、 建物倒壊等と合わせ最大 約610,000棟













































































































































































































































































































































































































































































































































岡山県 1945276 1610985 1681383 -17.2 -13.6 3.6
岡山市 709584 651328 699058 -8.2 -1.5 6.7
倉敷市 475513 423124 443733 -11.0 -6.7 4.3
津山市 106788 79874 85626 -25.2 -19.8 5.4
玉野市 64588 43571 39975 -32.5 -38.1 -5.6
笠岡市 54225 35972 34196 -33.7 -36.9 -3.3
井原市 43927 32376 28820 -26.3 -34.4 -8.1
総社市 66201 54408 64392 -17.8 -2.7 15.1
高梁市 34963 20234 19796 -42.1 -43.4 -1.3
新見市 33870 21418 17136 -36.8 -49.4 -12.6
備前市 37839 22851 21396 -39.6 -43.5 -3.8
瀬戸内市 37852 27053 30314 -28.5 -19.9 8.6
赤磐市 43,458 34010 37985 -21.7 -12.6 9.1









美作市 30498 19140 16806 -37.2 -44.9 -7.7
浅口市 36114 25701 24079 -28.8 -33.3 -4.5
和気町 15362 9821 9461 -36.1 -38.4 -2.3
早島町 12214 11702 11102 -4.2 -9.1 -4.9
里庄町 10916 9521 10201 -12.8 -6.6 6.2
矢掛町 15092 10645 9997 -29.5 -33.8 -4.3
新庄村 957 605 596 -36.8 -37.7 -0.9
鏡野町 13580 9568 9221 -29.5 -32.1 -2.6
勝央町 11195 9385 10008 -16.2 -10.6 5.6
奈義町 6085 3986 4041 -34.5 -33.6 0.9
西粟倉村 1520 1056 1066 -30.5 -29.9 0.7
久米南町 5296 3197 3009 -39.6 -43.2 -3.5
美咲町 15642 9879 8881 -36.8 -43.2 -6.4






































○ グローバルサービス ⇒ ローカルサービス
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新たな産業を創出するためには、クリエイティブな人材が住み、働きたいと思えるような
魅力的な都市づくりが必要。その際の重要な視点が「都市の寛容度・多様性」。
“クリエイティブクラス（創造階級）”
新しいアイデア、技術、コンテンツを創造することができる人材
 「スーパークリエイティブコア」 （科学者、エンジニア、建築家、デザイナー、アーティスト等）
 「クリエイティブプロフェッショナル」 （ビジネス・IT・金融・医療・法律等の専門家）
“寛容度の高い都市”
よそ者を排除せず、多様な文化や価値感を受け入れる寛容性に富んだ都市
 「ゲイ指数」（人口に占めるゲイ人口の割合）
 「ボヘミアン指数」（人口に占める作家、デザイナー、ミュージシャン、俳優、アーティスト等の割合）
 「メルティングポット指数」（人口に占める外国生まれ人口の割合）
リチャード・フロリダによるクリエイティブ都市論
こうした人材は「寛容度の高い都市」に引きつけられる
 リチャード・フロリダは、寛容度の高い都市ほど、クリエイティブクラスの集積度、ハイテク産業の集積度、イノ
ベーションが生まれる確率が高いこと、すなわち、マイノリティに対する寛容性と経済成長との間に強い相関
があることを実証。
こうした人材の誘致に成功した都市が新たな産業を生み、経済的にも発展
外国⽣まれの起業⼈材：
グーグル：セルゲイ・ブリン（ロシア）
ホットメール：サビール・バティア（インド）
サンマイクロシステムズ：ビノッド・コースラ（インド）
参考）リチャード・フロリダ、井口典夫訳『クリエイティブ資本論―新たな経済階級の台頭』（ダイヤモンド社, 2008年）
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